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シ

エッセイ 千字文

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
６
７
年
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
生
ま
れ
。
武
蔵
大

学
社
会
学
部
教
授
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
学
科
卒
業
。
90
年
に
来
日
、
新
潟

大
学
大
学
院
お
よ
び
東
京
大
学
大
学
院
を
経

て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
新
聞
の
編
集
長
を
務
め

た
。
日
伯
の
移
民
や
メ
デ
ィ
ア
の
研
究
を
し

な
が
ら
、
日
本
各
地
で
国
際
交
流
や
共
生
を

テ
ー
マ
に
講
演
を
お
こ
な
う
。
２
０
１
０
年
よ

り
現
職
。
著
書
に
『
ブ
ラ
ジ
ル
を
知
る
た
め
の

56
章
』（
明
石
書
店
）
な
ど
。

 1    

 1 エッセイ　千字文
  帰ってきた浦島太郎
	 	 アンジェロ・イシ

 2	 特集　
	 	 多みんぞくニホン
 2  特別展「多みんぞくニホン」から１０年
	 	 	庄司 博史
 4  朝鮮学校の今
	 	 	―コリアンコミュニティとともに　藤井 幸之助
 5  苦学して夢をかなえるネパール人　南 真木人
 6  中華学校の子どもたちにみるニホン　陳 天璽
 7  ベトナム寺の建立
   ―ベトナム人コミュニティの現在　野上 恵美
 8  ブラジル人の足あと　拝野 寿美子
 9  新大久保・イスラーム横丁の今　菅瀬 晶子

 10  集めてみました世界の◯◯

水筒編　久保 正敏

 12  みんぱくInformation

 14  文化遺産おもてうら

伝統は単数か複数か？―モンゴル馬頭琴伝統音楽
上村 明

 16   多文化をあきなう

小さな町の大きな挑戦
	 	 ―“穏豊社会 ”への一里塚
	 	 神田 浩史

 18  味の根っこ

ホットク
髙 正子

 20  人間学のキーワード

ガバナンス
出口 正之

 21  異聞逸聞

変容するボリビアの日本人学校
吉富 志津代

 22   制服の世界、世界の制服

空の企業文化
八巻 惠子

 24 次号予告・編集後記

月刊

8月号目次

　
サ
ッ
カ
ー
W
杯
開
催
の
効
果
で
、
今
年
は
ブ
ラ
ジ
ル
が

メ
デ
ィ
ア
に
頻
繁
に
登
場
し
て
い
る
。
先
入
観
や
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
の
再
生
産
に
過
ぎ
な
い
記
事
や
番
組
も
少
な

く
な
い
が
、
六
月
初
め
に
放
送
さ
れ
た
N
H
K
―
F
M
ラ

ジ
オ
の
ブ
ラ
ジ
ル
特
集
番
組
は
こ
れ
ら
と
は
一
線
を
画
し

て
い
た
。
あ
り
き
た
り
の
サ
ン
バ
や
ボ
サ
ノ
バ
で
は
な
く
、

滅
多
に
聴
け
な
い
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ブ
ラ
ジ
ル
音
楽
が

紹
介
さ
れ
た
。

　
中
で
も
懐
か
し
く
堪
能
で
き
た
の
が
、
七
〇
〜
八
〇
年

代
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
テ
レ
ビ
で
流
れ
た
日
本
往
復
便
の
C
M

ソ
ン
グ
で
あ
る
。
探
せ
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
動
画
サ
イ

ト
で
も
視
聴
は
可
能
だ
が
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
に
浸
る
に
は

な
ん
だ
か
物
足
り
な
い
。
今
回
は
私
も
解
説
者
と
し
て
ス

タ
ジ
オ
で
の
番
組
収
録
に
参
加
で
き
た
お
か
げ
で
、
L
P

レ
コ
ー
ド
で
再
生
さ
れ
た
こ
の
曲
に
直
接
触
れ
る
と
い
う

幸
運
に
恵
ま
れ
た
。

　
C
M
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
と
日
本
語
で
流
さ
れ
て
い
た
が
、

曲
の
モ
チ
ー
フ
は
か
の
有
名
な
浦
島
太
郎
の
お
伽と

ぎ

話ば
な
し
だ
。

日
本
語
版
の
歌
詞
を
一
部
要
約
す
る
と
「
昔
々
、
浦
島
は

助
け
た
亀
に
連
れ
ら
れ
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
や
っ
て
来
た
。
居

心
地
の
良
さ
に
故
国
を
忘
れ
て
住
み
着
い
た
が
、
故
国
が

恋
し
く
な
っ
て
別
れ
を
告
げ
る
と
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た

玉
手
箱
に
は
日
本
ま
で
の
往
復
切
符
が
入
っ
て
い
た
」
と

い
っ
た
内
容
で
あ
る
。

　
歌
っ
て
い
る
の
は
ロ
ー
ザ
・
ミ
ヤ
ケ
。
ブ
ラ
ジ
ル
の

日
系
移
民
社
会
で
は
誰
も
が
そ
の
名
と
声
を
一
度
は
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
タ
レ
ン
ト
だ
。
彼
女
が
司
会
を
務
め

た
テ
レ
ビ
番
組
「
イ
マ
ー
ジ
ェ
ン
ス
・
ド
・
ジ
ャ
ポ
ン
」
は

日
系
人
以
外
の
視
聴
者
も
多
か
っ
た
の
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
の

日
本
フ
ァ
ン
を
増
や
す
上
で
の
貢
献
は
計
り
知
れ
な
い
が
、

番
組
の
看
板
企
画
で
あ
っ
た
「U

ta no C
ham

pion

」

と
い
う
の
ど
自
慢
コ
ン
テ
ス
ト
は
思
わ
ぬ
形
で
日
本
に

「
輸
出
」
さ
れ
た
。
私
は
南
米
か
ら
日
本
へ
の
「
デ
カ
セ

ギ
移
民
現
象
」
を
研
究
す
る
た
め
に
一
九
九
〇
年
に
来
日

し
て
以
来
、
在
日
ブ
ラ
ジ
ル
人
社
会
を
追
跡
し
て
き
た
が
、

今
や
ブ
ラ
ジ
ル
タ
ウ
ン
と
し
て
名
高
い
群
馬
県
大
泉
町
で

ブ
ラ
ジ
ル
人
に
よ
る
最
初
の
「
全
国
の
ど
自
慢
」
に
出
合

い
驚

き
ょ
う

愕が
く

し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
形
も
、
副
賞
と
し
て
贈
ら
れ

る
新
車
や
日
伯
往
復
航
空
券
も
、
あ
の
「
歌
の
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
！

　
こ
の
見
事
な
再
現
を
目
の
当
た
り
に
し
、
デ
カ
セ
ギ
現

象
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
系
移
民
文
化
を
「
空
洞
化
」
さ
せ
た

の
で
は
な
く
、
日
本
に
「
空
動
化
」
さ
せ
た
の
だ
と
確
信

し
た
。
そ
し
て
そ
の
人
と
文
化
の
大
移
動
を
可
能
に
し
た

の
は
、
ま
さ
に
あ
の
C
M
で
歌
わ
れ
て
い
る
長
距
離
フ
ラ

イ
ト
だ
。
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
、
生
き
心
地
の
良
さ
に
故

国
を
忘
れ
か
け
た
私
も
、
日
伯
の
往
復
切
符
を
多
用
し
、

浦
島
太
郎
に
な
ら
ず
に
日
本
に
住
み
着
い
て
い
る
。


